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演が行われた。その後、研究発表会が開催され、以

下の発表が行われた。

　○大澤晃教授（情報工学科）

　　「三次元スペースモデルの研究」

　○前田和昭助教授（経営情報学科）

　　「XMLを活用したソフトウエア開発の研究」

　○畑雅恭教授（情報工学科）

　　「IPベースによる通信の統合とパケット高速同

　　期通信方式の研究」

国際人間学研究所公開研究会
「天皇制の成立とその歴史的意義」

　去る12月3日、国際人間学研究所主催の公開研究

会「天皇制の成立とその歴史的意義」がリサーチセ

ンターで行われた。今回の講師は大山誠一教授（日

本語日本文化学科）。自身が学生時代から抱いてい

た疑問「天皇制とは何か」について、歴史を追いつ

つ、わかりやすく説明した。

　まず大山教授は、天武以前の王権は実質的権力で

あり、王家の交替が数回あったことを示した。そし

て天皇制の3つの論理「高天原」「天孫降臨」「万世

一系」は、697年持統から文武への譲位を期に成立

したものであり、論理成立の背景には、天武の後継

者を草壁系（持統の子）に限定させ、実質権力を掌

握するという藤原不比等の思惑があったと述べた。

これらの論理成立により、天皇制は血統を絶対視す

るようになった。その後、文武の夭逝、藤原一族諸

家による権力争いなど、不比等の天皇制の危機が訪

れ、次第に高天原とアマテラス神話は忘れられた

が、血統により天皇制は永続化した。

　難しい内容にも関わらず、聴講者たちは系図など

の資料を参考に真剣な様子で聴講していた。司会の

長島信弘所長は「この内容を70年前にやっていたら

大変。今だから大山先生だから出来たのだ」と感想

を述べ、さまざまな意味で大変充実した研究会と

なった。

大学教育研究センター主催
「大学教育と著作権」講演会

　大学教育センター主催の講演会「大学教育と著作

権」が11月 24日、531講義室で開催された。講師

は京都大学大学院法学研究科助教授の西村泰雄氏。

これは、平成17年より著作権法の一部改正が決まっ

たことを受けたもので、西村氏は大学関係者に普段

の研究活動や授業と著作権との関連について正確な

情報や知識を説明した。

平成16年度
東海工学教育協会地区大会

　平成3年7月の大学設置基準の改正を契機にして、

各大学で各種教育改革が進められてきているが、ま

だ学部段階の域を脱しておらず、大学院教育と言え

ば、多くの大学で未だに指導教授の個人的指導によ

る研究者養成の色彩の強い教育システムが取られて

いるのが現状である。これに対して、産業界や学生

からは、技術的専門職業において修士修了者の占め

る割合が大幅な増加傾向にあることから、高度専門
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